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●羽村市

 VLP活用のねらい
様々な要因で学校等へ登校できない児童・生徒に対し、新たな居場
所として仮想空間を提供し、人とつながる安心感の醸成や基本的な
生活習慣の確立、学習への意欲の喚起等を図り、社会的自立を支
援する。
 対象生徒・児童
(1)羽村市在住の児童・生徒で、在籍校や適応指導教 室ハーモニー
スクール・はむら、フリースクール等に通うことができない児童・生徒
(2)羽村市適応指導教室ハーモニースクール・はむら を利用している児
童・生徒
(3) 羽村市立学校に在籍し、在籍学級とは別の校内別室指導を利
用している児童・生徒
(4) 羽村市立学 校に在籍し、スク― ル ソーシャルワーカーから利用勧奨
のある児童・生徒
 運営時間
〇月〜金曜日 9:00〜17:00（月・火・金曜日 14:30〜16:00は指
導員サポートタイム）
 活用方法
(1) 仮想空間における子供同士、支援員等とのチャット機能によるコ

ミュニケーション
(2)自学自習用Ｗ eb 教材・プログラミング学習用教材の利用
(3)その他 仮想空間内のイベ ントへの参加

【前期】
・前年度からの登録者（保護者）へ令和7年度の「はむらバー
チャルサポートルーム」開始通知をメールで送付
・VLPイベントやLINEお友達登録など保護者へメールで案内
・ポプラ社の協力を得て、ルーム内での「MottoSokka」（電子図
書“本と学びのプラットフォーム”）の無料トライアル期間1年延長
が可能になった。
・教育版桃太郎電鉄を導入した。
・自治体独自のイベントとして、毎週金曜日に「あそびのレストラ
ン」を行うことにし、オンライン支援員に協力を依頼した。
・SSWの担当ケースの中にVLPを利用する児童・生徒がいないか
洗い出しをした。

【後期】
・SSWの担当ケースの中にVLPを利用する児童・生徒がいない
か洗い出しをした。

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●羽村市

児童・
生徒

• アバターの動きは、普段やっているゲームのよう
にはいかなかった。

• チャット機能はLINEなど使い慣れているもの
に近い機能があると便利（スタンプやリプラ
イなど)

• オンライン支援員さんの対応は、どの方もとて
もよかった。

• 色々な電子図書が読めたのは嬉しい。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 残念ながら、利用登録者のログインはなかった。
 適応指導教室の生徒たちに操作方法を教えた。
 不登校支援のツールとしてと保護者や児童・生徒に紹介する

とこができた。

 VLPは継続していく
 適応指導教室、SSW、不登校巡回教員等と連携し、VLP

を希望する児童・生徒へつなげていく。
 自治体独自イベント「あそびのレストラン」は継続していきたい。

利用者の声

• 不登校によって後れを取っている勉強をフォ
ローできるように学習コンテンツがもっと充実し
ていると心強い。
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●羽村市

発出文書や情報発信など参考となる資料がございましたらご添付ください。


